
https://tecmex.or.jp
【技術講演会事務局】 

首都高速道路技術センター 本講演会は、土木学会
認定CPDプログラムです。

◎申し込み・問い合わせ先
〒105-0001 東京都港区虎ノ門 3-10-11
TEL:03-3578-5769　FAX:03-3578-5760　E-mail:info@tecmex.or.jp

検索

「衛星リモートセンシングは
　インフラ監視に貢献できるか」 

安藤 憲一 
一般財団法人首都高速道路技術センター 理事長

福田 敬大
国土交通省国土技術政策総合研究所 
道路構造物研究部長

長山 智則 
東京大学大学院工学系研究科 教授 

古田 竜一 
一般財団法人リモート・センシング技術センター
研究開発部長 

開会挨拶

「道路構造物のメンテナンスに関する
　諸課題と対応」 

「道路インフラのモニタリング 
　-技術開発と今後の展望-」 

休憩10分

休憩10分

13:15～13:20 

閉会17:25

13:20～14:05 

14:15～14:55 

14:55～15:35 

講演1

講演2

講演3

「道路橋の新たな補修対策」 時田 英夫
一般財団法人首都高速道路技術センター
構造技術研究所長 

15:35～16:15 
講演4

「火災、滞水、鋼材腐食及び地盤変位に曝された
　セメント系複合構造の健全度診断（仮題）」

前川 宏一
横浜国立大学大学院都市イノベーション研究院 教授 

16:25～17:25 講演5

2022年6月2日 オンラインによる
ライブ配信、

オンデマンド配信（予定）

（木） 13:15～17:30

 申し込み方法

プログラム（敬称略）

日 時

https://tecmex.or.jp参加申込は当センターのホームページ　　　　　　　　　　　　にアクセスし、
技術講演会参加申込フォームからお申込みください。

第22回 首都高速道路技術センター技術講演会 ライブ配信
LIVE

2012年12月の中央道笹子トンネル天井板落下事故から10年が経過しようとしています。
この間、道路法改正による点検の義務化など、インフラメンテナンスの取組みが着実に進められてきました。
一方で、インフラストックの増加と少子高齢化に伴う担い手の不足、予算確保の困難さなど、
様々な課題を抱えており、効率的・効果的なインフラメンテナンス技術の開発とその活用が求められています。 
インフラメンテナンスの未来の姿はどのようになっていくのでしょうか。
これまでの研究・技術開発を振り返るとともに、これからの技術開発の動向を語っていただきます。 参加

無料

主 催：一般財団法人 首都高速道路技術センター
後 援：首都高速道路株式会社／首都高技術株式会社　後 援：首都高速道路株式会社／首都高技術株式会社

～最新技術と技術開発動向～
インフラメンテナンスの
未来像


